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行動計画（第二期）のフォローアップ体制について

１．行動計画（第二期）の実施体制
（１）大阪湾再生推進会議

原則、以下の議案を諮る時点で、随時開催
①中間、最終評価報告
②行動計画の見直し
③大阪湾再生推進会議の解散

（２）幹事会
原則、書面開催（1回/年）
幹事は、全体グループ会議結果を書面にて確認する

（３）各グループ会議
陸域G、海域G、モニタリングGは、主に各グループの毎年度の取り組

み状況及び目標の達成状況のとりまとめを実施
各グループでとりまとめたものは、全体グループ会議(1回/年)で確認し、
幹事会へ書面報告を行う

毎年度、行動計画（第二期）のフォローアップを進めるにあたり、各事業(取り組み)の進捗状況等、

定型的な作業が中心となる。手続きの省力化を図るため、フォローアップの実施体制の見直しを行う。

平成２６年度の推進会議のスケジュールについて

大阪湾再生推進会議（５月２２日）

大阪湾再生推進会議 幹事会（３月１４日）

大阪湾再生推進会議 全体グループ会議（平成２７年２月）

大阪湾再生推進会議 幹事会（書面開催）（平成２７年３月）

「大阪湾再生行動計画（第二期）」公表

「大阪湾再生行動計画（第一期）最終評価報告書」公表

・大阪湾再生行動計画（第一期）最終評価報告書（案）

・大阪湾再生行動計画（第二期）（案）を提示

・大阪湾再生行動計画（第二期）策定

・大阪湾再生行動計画（第一期）最終評価報告書（報告事項）

・各プロジェクトの進捗状況のとりまとめ依頼

・今年度の取り組み方針の確認 等

・各プロジェクトのとりまとめ結果

・次年度の取り組み方針の検討

合同会議（全グループを対象）（７月）
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「大阪湾再生行動計画（第一期）」の推進体制について
勉強会等の開催

［平成２４年度実績］
・「大阪湾の環境資源の近年の変化と今後-特に2000年以降の

変化について-」
（京都大学大学院 藤原教授）

・「森～川～海の繋がりから豊かな海づくり」
（京都大学大学院 山下教授）

・「大和川河口域に造成された場におけるアユの稚魚の出現状
況」

（（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所 大美主任研究員）
・「おおさかの海と川のエコロジー」
（大阪市立大学大学院 工学研究科 矢持教授）

<発起人>

有山啓之（大阪府立環境農林水産総合研究所）

大塚耕司（大阪府立大学大学院 工学研究科）

岡 良（国土交通省 近畿地方整備局 企画部）

河崎和文（国土交通省 近畿地方整備局 神戸港湾空港技術調査事務所）

田中正視（大阪湾見守りネット）

中西 敬（NPO法人 人と自然とまちづくりと）

山西良平（大阪市立自然史博物館）

矢持 進（大阪市立大学大学院 工学研究科）

大阪湾再生推進会議（H１５.７）

・水質汚濁が慢性化している大都市圏の「海」の再生を図るため、都市再生プロジェクト（第三次決定、平成
１３年１２月）に「海の再生」を位置付けた。

・都市化やそれに伴う埋立てが進んだ大阪湾においてもその再生に取り組む。
・関係省庁及び関係地方公共団体等が「大阪湾再生推進会議」を設置し、大阪湾再生のための行動計画
の策定に向けた検討に取り組むこととした。 （平成１５年７月）

＜国の機関＞
内閣官房
国土交通省
農林水産省
環境省

＜地方公共団体＞
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
京都市
大阪市
神戸市

助言・情報提供

連携・協働

「大阪湾再生推進会議」設立

陸域グループ
グループ長：
近畿地方整備局 建政部 都市調整官

海域グループ
グループ長：
近畿地方整備局 港湾空港部
港湾空港企画官

モニタリンググループ
グループ長：
第五管区海上保安本部 海洋情報部
海洋調査課 主任海洋調査官

大阪湾再生推進会議
座長：近畿地方整備局長

幹事会
幹事長：近畿地方整備局 企画部長

大阪湾Years2012-2013（H24.4）

・「海と都市のかかわり」に重点を置く総合的な「海の再生」のための計画
・『森・川・海のネットワークを通じて、美しく親しみやすい豊かな「魚庭（なにわ）の海」を回復し、京阪神都市圏
として市民が誇りうる「大阪湾」を創出する』との目標のもとに、平成１６年３月に策定

・平成１６年度から１０年間を計画期間とする。

「大阪湾再生行動計画」策定（H１６.３）

＜財団法人＞
（一財）大阪湾ベイエリア開発推進機構

全体グループ
グループ長：
近畿地方整備局 企画部 技術企画官

構成機関

フォ-ロ-アップ（毎年）
・中間評価（平成１９年度）
・第１回改訂版（平成２０年度）

行動計画終了年度にあたる平成２５年度及び平成２４年度の２ヶ
年において、NPO、学識者、研究機関、水族館･博物館及び大阪
湾再生推進会議の協働により、大阪湾の生き物や水質について、
シンポジウム、基調講演、ワークショップを通じて、大阪湾再生に
おける活動を総括し、大阪湾再生の灯を活性化させ、次期大阪湾
再生行動計画に繋げていくことを目的とし、立ち上げ。

助言・情報提供

外部有識者を招き、勉強会を開催

大阪湾見守りネット（H17.11）

・大阪湾に関心のある個人や団体からなるゆるやかなネットワー
ク

・大阪湾フォーラムの開催
・メーリングリストでの情報交換
・相互連携・協力

連携・協働

勉強会等の開催

・勉強会等の開催
外部有識者を招き、勉強会を開催

大阪湾再生推進会議（H１５.７）

・水質汚濁が慢性化している大都市圏の「海」の再生を図るため、都市再生プロジェクト（第三次決定、平成
１３年１２月）に「海の再生」を位置付けた。

・都市化やそれに伴う埋立てが進んだ大阪湾においてもその再生に取り組む。
・関係省庁及び関係地方公共団体等が「大阪湾再生推進会議」を設置し、大阪湾再生のための行動計画
の策定に向けた検討に取り組むこととした。 （平成１５年７月）

＜国の機関＞
内閣官房
国土交通省
農林水産省
経済産業省
環境省

＜地方公共団体＞
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
京都市
大阪市
堺市
神戸市

助言・情報提供

連携・協働

「大阪湾再生推進会議」設立

陸域グループ
グループ長：
近畿地方整備局 建政部 都市調整官

海域グループ
グループ長：
近畿地方整備局 港湾空港部
港湾空港企画官

モニタリンググループ
グループ長：
第五管区海上保安本部 海洋情報部
海洋調査課 主任海洋調査官

大阪湾再生推進会議
座長：近畿地方整備局長

幹事会
幹事長：近畿地方整備局 企画部長

多様な主体との連携

・「森・川・里・都市・海等のネットワーク」に重点を置く総合的な「海の再生」のための計画
・『森・川・海のネットワークを通じて、美しく親しみやすい豊かな「魚庭（なにわ）の海」を回復し、市民が誇りうる
「大阪湾」を創出する』との目標のもとに策定
・平成２６年度から１０年間を計画期間とする。

「大阪湾再生行動計画」策定（H２６.５予定）

＜その他公的機関＞
（一財）大阪湾ベイエリア開発推進機構
大阪湾広域臨海環境整備センター

全体グループ
グループ長：
近畿地方整備局 企画部 技術企画官

構成機関（H26.5予定）

フォ-ロ-アップ（毎年）・中間評価（策定後５年）

・「大阪湾Years2012-2013」CG会議メンバー
による会議を継続実施

・会議メンバーについては、現在、検討・調整中

・平成26年度は、主に「学校教育との連携」につい
て議論

助言・情報提供

大阪湾見守りネット（H17.11）

・大阪湾に関心のある個人や団体からなるゆるやかなネットワー
ク

・大阪湾フォーラムの開催
・メーリングリストでの情報交換
・相互連携・協力

連携・協働

「大阪湾再生行動計画（第二期）」の推進体制について

（検討中）
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・「大阪湾Years2012-2013」CG会議メンバー
による会議を継続実施

・会議メンバーについては、現在、検討・調整中

・平成26年度は、主に「学校教育との連携」につい
て議論


